
こどもたちの意見を取り入れた基本設計が完了

津城跡（お城公園）整備事業

令和８年３月２４日



こども会議
in 養正小学校

開催日時 参加人数 会議の概要

第１回・第２回
４月２８日(月)
５月２０日(火)

４年生
２９人

お城公園の石垣、津城の歴史などの紹介
「○○な公園にしたい」プレゼンテーション

第３回 ９月２４日(水)
４年生
２８人

最終イメージ案をお披露目
遊び場（広場）の命名を依頼

◆ 登録メンバー数：４５人（うちこども３人）（令和８年３月１日時点）
◆ 延べ会議参加人数：３０６人（うちこども１３５人）

お城公園こども遊び場づくり事業推進会議での検討経緯

第１回

第４回

養正小（第１回）

第２回 第３回

第５回

養正小（第２回）

養正小（第３回）

第６回 第７回

事業推進会議 開催日時 参加人数 会議の概要

第１回 ４月２０日(日) ３５人
会議・前提条件・遊び場づくりのイメージの
共有、お城公園の見学、アイデアの記入

第２回 ５月３１日(土) ４７人
養正小学校のこどもたちの意見発表
遊び場づくりのテーマの共有と対話

第３回 ７月１２日(土) ３３人 イメージ案についての対話

第４回 ８月９日(土) ２２人 イメージ案についての対話

第５回 ９月１５日(月) ３１人
最終のイメージ案の決定
「遊び場と地域との関わり」についての対話

第６回 １２月１３日(土) ２４人
取組状況の報告、完成前の公園を活用し
たイベントについての対話

第７回 ２月１日（日） ２８人
基本設計案、完成前の公園を活用したイ
ベントについての対話



三重県指定史跡津城跡(お城公園)整備活用(第１次)計画

計画の要旨（整備内容）

１ お城公園内の遊具・噴水の撤去
史跡としての価値の向上に直接関係しない遊具、本丸の噴水は今回の整備に伴い撤去

２ 便益施設の整備
史跡見学者に配慮した便益施設を整備
（説明板、トイレ、おもいやり駐車場、熱中症対策設備等）

３ 公園内樹木の管理
南東広場の桜（ソメイヨシノ）については、樹木医診断の結果、危険度の高いものを伐採
その他の樹木についても今後管理を実施

４ 今後の史跡整備への反映
令和８年度に南東側犬走の確認調査を実施
発掘調査等によって得られた知見を今後の史跡整備に反映

旧社会福祉センターの解体によって石垣の眺望が変化
こどもも大人も楽しみながら歴史を体感できる広場へ！

計画期間 令和７年度から令和１０年度まで （本整備事業と同一期間）

令和８年２月２６日策定



お城公園内各広場の全体配置図及びコンセプト

北西広場
(約４５０㎡)

北東広場
(約９００㎡)

南東広場
(約３,４５０㎡)

北西広場のコンセプト

春を感じる広場

桜の季節には花見ができ、
春を感じることができる空間

北東広場のコンセプト

歴史を感じる広場

石垣や堀の景色を眺め、
歴史を感じながらくつろ
げる空間

こどもや子育て世代が集い、
賑わいが生まれる広場

イベントにも活用できる
広い空間

中央広場のコンセプト中央広場
(約４５０㎡)

南東広場の整備方針

２

1

３

４

事業推進会議でこどもの
意見等を取り入れた
整備イメージを
検討・とりまとめ

全体事業費 約３億円（予定）



おもいやり駐車場
休憩施設

ライトアップ

広場の名前看板
・名前は4/4に発表

親水・砂場エリア
（周囲は人工芝）

歴史・学習
エリア

ピクニックエリア

犬走

【凡例】

：樹木医の診断により、

今年の春以降に伐採

予定の桜

：公園の出入口

：天然芝

：脱色アスファルト舗装

：真砂土舗装（犬走）

防犯カメラ
・詳細は実施設計にて
・トイレの見守りスペース
や入口に向けて設置

トイレ

園路
・車いす、ベビーカーも通りやすく
フラットに

斜面

整備面積 約３,４５０㎡

藤棚

公園案内サイン

街路灯
・園路沿いに設置

お城公園こども遊び場づくり事業推進会議の意見を反映

送水
口

来園者用駐車場 ７台

南東広場の基本設計図 全体図1



南東広場の基本設計図 歴史・学習エリア①

⚫藤棚の下に津城や高虎公、石垣などに関する説明看板と掲示板を設置
※看板イメージ

※写真はイメージ

⚫藤堂高虎公の生誕地である甲良町から
藤の株分けをしていただく予定

1

藤棚（約23ｍ）

看板・
掲示板

※掲示板イメージ

・・・事業推進会議
からの意見



送水口

天守

埋門

南東広場の基本設計図 歴史・学習エリア②

※埋門のライトアップのイメージ
（全体的にライトアップ）

小天守※天守、小天守周辺の
ライトアップのイメージ

1

石垣のライトアップ

⚫ 真砂土舗装で犬走を表現
⚫ 車いすも通行可能

犬走の展示

石垣側の7本の桜のうち、3本は
樹木医の診断により、今年の桜
の時期以降に伐採予定

・・・伐採予定の桜

※舗装色イメージ



南東広場の基本設計図 ピクニックエリア

⚫ 背ありベンチを設置
⚫ 屋根にはミストを配置

⚫ 南東広場内のおもいやり駐車場３台
⚫ 現公用車駐車場の一部を縮小し
来園者用駐車場７台を整備

1
天然芝

休憩施設

駐車場

※写真はイメージ



南東広場の基本設計図 親水・砂場エリア①1
※写真はイメージ

砂場

親水エリア

トイレ周辺

⚫ 砂場、親水エリアに見守りのベンチ
を配置

⚫ 砂場、親水エリア周囲は人工芝

斜面

⚫斜面は高低差約８０㎝

⚫ トイレ西側に自転車
置き場と自動販売機
を設置

⚫ トイレ東側に手・足の
洗い場を設置



南東広場の基本設計図 親水・砂場エリア②

⚫ トイレの建物に、屋根付きの見守り
スペースを配置
（トイレデザインは実施設計にて）

着替えのための
フィッティングボード

おむつ交換台

⚫ こども用の洋式トイレは、こども用便座を配置
⚫ 幼児(男の子)連れの女性のため、女性用トイレにも
こども用小便器を設置

こども用高さ

こども用高さ

女性用トイレ

男性用トイレ

こども用洗面台

こども用小便器

こども用小便器

※外観イメージ

電気・操作盤
スペース

1

トイレ

こども用洗面台

既存トイレ 女性用２室 男性用１室

新設トイレ 女性用４室 男性用1室

整備後公園全体 女性用６室 男性用２室

※スフィア基準推奨比率 ３ ： １

多目的トイレ

こどもが手を
洗いやすい
低めの洗面



北西広場 （春を感じる広場）の基本設計図

ベンチ
・お堀と石垣を眺めるための
背無しベンチ

春を感じるサクラ

ブロック舗装
・史跡の景観に配慮した
石畳風のブロック舗装

お 城 公 園 案 内 図

※サインイメージ

お堀

※舗装イメージ

お堀

２

整備面積 約４５０㎡

公園案内サイン

※ベンチイメージ

７本の桜のうち、６本は樹木医の
診断により、今年の桜の時期以降
に伐採予定

残す桜１本

・・・伐採予定の桜



北東広場 （歴史を感じる広場）の基本設計図

樹木医の診断結果により
健全なサクラを保存

公園案内サイン

広場舗装
・史跡の景観に配慮した
脱色アスファルト舗装

お 城 公 園 案 内 図

※サインイメージ

背ありベンチ

背なしベンチ

※ベンチイメージ

<背無し>

<背あり>

※脱色アスファルト舗装色イメージ

お堀

石垣

ブロック舗装
・史跡の景観に配慮した
石畳風のブロック舗装

※ブロック舗装イメージ

３

整備面積 約９００㎡



中央広場 （こどもや子育て世代が集い、賑わいが生まれる広場）の基本設計図

ゴムチップ舗装

既存樹木の伐採
・鳥の糞害の軽減
・広場に光が入りやすくなり、中央広場が
明るく、利用しやすい空間になる

公園案内サイン

※サインイメージ

２４ｍ

４

整備面積 約４５０㎡

お 城 公 園 案 内 図

※舗装色はイメージです



令和７年度３月 令和８年度 令和９年度 令和１０年度

南
東
広
場

事
業
推
進
会
議

基
本
設
計
等

北
西
・北
東

・中
央
広
場

ソフト
事業

スケジュール・事業費

整備イメージ、
事業推進会議
の意見を踏まえ
基本設計

遊び場への地域の関わり方・遊び場の活用方法について検討

津城跡ＶＲ事業

整備工事

基本設計

実施設計

整備工事

設計に係る
意見調整

実施設計

試掘調査(犬走り)

樹木伐採

樹木伐採

こどもが主役の遊びイベント開催

設計に係る意見調整

シェアサイクル運営事業シェアサイクル
実証実験事業

令
和
７
年
度

事業費

１,３４１万円

（うち第２世代交付金
３９５万円）

⚫ 基本設計
⚫ 測量調査業務
⚫ シェアサイクル実証実験

※ 令和８年３月１１日内示。令和８年３月３１日付け交付決定予定

令
和
８
年
度

事業費

５,３０８万円

（うち地域未来交付金
２,６５３万円※）

⚫ 公園整備の実施設計
⚫ 試掘調査
⚫ 樹木の伐採
⚫ 津城跡ＶＲアプリの構築
⚫ シェアサイクルの運営



今後のお城公園こども遊び場づくり事業推進会議

◼ 実施設計について
◼ 遊び場への地域の関わり方・遊び場の活用方法について

市民主体で、こどもが主役の遊びイベントを開催

安濃津ガイド会主催

特定非営利活動法人世界SHIENこども学校
のびすく・お城レンジャー民間ボランティア団体主催

【出店者】
はてな商店 （ハンバーグキッチンカー）
カジュアル町中華 わに飯店 （創作中華）
海鮮和食処 魚九 （海老天巻 他）
ＳＵＮ ＬＵＮＣＨ （わくわくトルティーヤ）
とらや本家 （大福・焼菓子・生菓子 他）
いなもり商店 （雑貨・食器・古道具 他）
大門タウン （木製のゲーム 他）
【開催場所】お城前公園

津城や藤堂高虎公について楽しく
学べる謎解きウォークラリー

第1弾は

9：00～15：004/4 (SAT)

検
討
し
て
い
く
内
容

協力：エリアプラットフォーム
「大門・丸之内 未来のまちづくり」



～第8回事業推進会議～ 4/4 (SAT)

津市公式ウェブサイト
「みんなでお花見！」
イベントページ↓

南東広場の
お花見エリア

お城公園こども遊び場づくり 広場の名前発表

9：25～

養正小学校
新5年生による

お城公園中央広場
藤堂高虎公像前

みんなのアイデアが詰まった
基本設計が完成！南東広場の
お花見エリアに見に来てね。

お城公園
南東広場の

9：00～15：00

小雨決行、荒天中止
※中止の場合は、津市公式
ウェブサイトでお知らせします。

石垣側の7本の桜のうち、3本は樹木医の診断により、
今年の桜の時期以降に伐採予定。広場いっぱいに広がる桜をお見逃しなく。

基本設計の展示会場で、基本設計についての感想や新しい公園の活用方法など、
付箋に記入してください！今後の公園整備等に活かしていきます！



■事業推進会議に関すること
健康福祉部こども政策課
ＴＥＬ ：059-229-3390

■公園整備に関すること
建設部建設整備課
ＴＥＬ ：059-229-3184

■三重県指定史跡津城跡（お城公園）
整備活用（第1次）計画に関すること
教育委員会事務局生涯学習課
ＴＥＬ ：059-229-3251

問い合わせ



令和８年３月２４日

こどもたちの意見を取り入れた基本設計が完了

久居こどもの遊び場づくり



会議 開催日 参加人数 主な内容

第１回 ４月１６日（水） ２２人 メンバー紹介、趣旨・目的の共有

第２回 ４月２６日（土） ２６人意見募集の呼びかけ

第３回
５月６日（火・休）

（雨天）
３８人

第１回久居版こどもかいぎ
こどもと一緒に室内で遊び、新しい遊び場でした
いことを直接聴く

第４回 ５月１８日（日） ２５人目指す遊び場の理念の確認、遊び場づくり検討

第５回 ６月１５日（日） ３４人意見の集約、遊び場のゾーニング検討

第６回
７月２１日（月・祝）

（晴天）
１８３人

第２回久居版こどもかいぎ
こどもと一緒に水遊びをして、新しい遊び場のイ
メージについて声を直接聴く

第７回 ７月２６日（土） ２６人配置案について意見交換、運営方法について検討

第８回 ８月１７日（日） １５人整備イメージの作成

第９回 １１月８日（土） １６人基本設計業者による配置図面説明及び意見交換

第１０回 ４月１９日（日） （予定） 基本設計図面を見ながら現地で確認（予定）

メンバー登録数 ６４人（令和８年３月１９日時点）延べ参加人数３８５人 うち こども１７１人

久居こどもの遊び場づくり事業推進会議の検討経緯

１ ２

３ ４

５ ６

７ ８

９

３月２９日（日）
久居ライオンズクラブ

さくらまつり

関連イベント



推進会議の意見・議論の内容

⚫ 「遊び」を通してこども達が豊かな成長を
育む場

⚫ こどもの成長に応じてたくさんの体験が
できる遊び場

遊びの活動に個人・団体・
企業等が関わる仕組みで
運営したい

基本設計を作成

サウンディング型
市場調査を実施

運営方法を検討

１ 目指す遊び場 ２ 遊び場の運営

※ は事業推進会議からの意見

自然の中で
のびのび
遊べる

大きい子から
小さい子まで
遊べる

暑くても
天気が悪くても
遊べる

水で
びしょびしょに
なって遊べる

１年中遊べる
たくさんの
こどもが
一緒に遊べる



じゃぶじゃぶゾーン

わいわいゾーン

プレーパークゾーン

パークセンター

約５,７５０㎡

約５００㎡

約６,６００㎡

約２,２００㎡

約３３０㎡

デビューゾーン

１ 基本設計 全体配置図１

総事業費

約８億９,０００万円

全体面積

約３万８,０００㎡

駐車場
（約９０台）

駐車場
（約２４０台）



基本設計 プレーパークゾーン

築山(高さ約4m)
土を掘ったり、すべったり
遊びの中で自由に形が変わります

活動小屋
創作、話し合い、休憩
場所として利用できます

桜並木
春にお花見が楽しめ
ます

ぐるっとロード(約750m)
遊び場をぐるっと散歩できます

シンボルツリー
遊び場のシンボルとなる木
を植えます プレーパークイメージ図

１

こどもの「やってみたい！」が自由にできる遊び場

木登り、穴掘り、
どろ遊びがしたい

シンボルとなる
木がほしい

生き物と一緒に
遊びたい

おもいっきり
からだを
動かしたい



わいわいゾーン（広場）イメージ図

築山トンネル(高さ約2.5m)
芝山やトンネルを登ったり、
滑ったり、くぐったりできます

大屋根(約500㎡)
日陰でお弁当を食べたり、
寝っ転がったりして遊べます

フラットエリア
ボール遊びやかけっこなど
のびのび遊べる広場です

色々な年齢層が広場や遊具で遊べる遊び場

乳幼児エリア
乳幼児が遊具で遊べます
・クッションマット ・すべり台
・ミニシーソー ・砂場

基本設計 わいわいゾーン１

遊具エリア
こどもが成長に合わせて遊具で遊べます
・大型複合遊具 ・ジャングルジム ・鉄棒
・インクルーシブ砂場、ブランコ ・設置型飛びボール

いろいろな
遊具で遊びたい



じゃぶじゃぶゾーンイメージ図

エントランス広場
キッチンカーエリアとして利用できます

パークセンター
木育広場、読み物広場、ハイハイエリアで遊べます

じゃぶじゃぶゾーン
夏は水遊びができ、冬は人工芝エリアとして遊べます
置型シャワーを設置

夏は水遊びができ、冬は外遊びができる遊び場

乳幼児エリア
遊具エリア

基本設計 じゃぶじゃぶゾーン１

水遊び大好き！

夏も冬も遊べる



屋外トイレ
外遊びで汚れた
ままでも利用可能

北側エントランス
駐車場からの出入り口

南側エントランス
遊び場からの出入り口

倉庫
レンタル自転車
や遊び道具等を
収納

シャワー足洗い場
外遊びで汚れた体を
洗い流すところ

木のぬくもりを感じられる屋内遊び場

木を使った遊具を
設置予定

読み物コーナー

はいはい
エリア
乳幼児の
遊び場

室内は靴を
脱いで利用

基本設計 パークセンター１



自転車練習エリア(約40m×30m)
トラックを利用した練習が可能
アスファルト舗装

スケートボード練習エリア(約20m×30m)
スタート台を設置
コンクリート舗装

木陰エリア
屋外の休憩場所

車輪が付いた乗り物の練習ができる場所

基本設計 デビューゾーン１

安全に自転車に
乗る練習がしたい

いろいろな
乗り物に
挑戦したい



施設全体の管理運営
【２者】

• 指定管理により全体の管理運営を行い、プレーパークゾーンの運営はアウト
ソーシングする形の方がよい

• 公園に関わる者が集まって情報共有できる場を設けたい

• 柔軟に自主事業が実施できるようにし利用料がとれるようにしたい

プレーパークの運営
【１者】

• 常設の運営に必要な費用を確保したい

• 遊具や遊びの道具をつくる一定の費用を考えて運営経費を設定してほしい

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
の
実
施
（令
和
７
年
11
月
）

より良い運営を行うために、運営に関心のある事業者からご意見を伺いました。

■ 関心を示していただいた事業者からの意見

遊び場の運営についての検討２

令和８年度により詳細なご意見を伺い、事業者募集要件を具体化

■ 運営のイメージ図



スケジュール・事業費

令
和
７
年
度

事業費

３,１２３万円

（うち第２世代交付金
６４５万円）

⚫ 基本設計（建築・土木）
⚫ 解体実施設計
⚫ 測量調査業務
⚫ 地質調査業務
⚫ 石綿含有調査業務

※ 令和８年３月１１日内示。令和８年３月３１日付け交付決定予定

令和７年度
３月

令和８年度 令和９年度 令和１０年度
令和１１年

４月

事
業
推
進
会
議

管
理
運
営

基
本

設
計
等

遊びのかかわり方、遊びの活用について検討
基本設計業者が参画
設計に係る意見調整

施設管理運営事業者
の公募・決定

プレーパーク運営団体
の公募・決定

オープン準備

オープン準備

・こどもが主役の外遊びイベント開催
・こどもの遊びを通じて大人の新たな気づきを目的とした取り組み
・他の遊び場づくりとの連携

事業推進会議の
意見を踏まえた
基本計画完成

施設全体の管理運営内容の検討

詳細な
サウンディング調査

久
居
こ
ど
も
の
遊
び
場
オ
ー
プ
ン

連携協議

令
和
８
年
度

事業費

２億４,２５５万円

（うち地域未来交付金
１億２,１１６万円※）

⚫ プール等の解体工事
⚫ 公園整備の実施設計
（屋内施設を含む）

解体工事
整備工事

実施設計



問い合わせ

久居総合支所 地域振興課

ＴＥＬ ：059-255-8819
ＦＡＸ ：059-255-0960
E-mail：255-8812@city.tsu.lg.jp



令和８年３月２４日

津駅東口駅前広場内における
一般送迎車乗降場の試行的な運用を開始

令和８年４月１日から



津駅東口駅前広場の使われ方

津駅東口駅前広場
（面積約５,２００㎡）

タクシー乗車場

時間制限駐車区画
（パーキングチケット）

路線バス乗車場

駅前広場北側

⚫路線バスの乗車場・降車場・
待機場

路線バス待機場

路線バス降車場

駅前広場南側

⚫タクシーの乗車場・降車場・
待機場

⚫一般送迎車の乗降場

⚫時間制限駐車区画
（パーキングチケット）

タクシー待機場

タクシー降車場・
一般送迎車乗降場



津駅東口駅前広場の課題
▶ タクシーと一般送迎車の動線が錯綜し、混雑

※令和６年度に国が実施した津駅東口広場周辺の道路空間の使われ方調査より抜粋

タ
ー
ミ
ナ
ル
利
用
台
数

タ
ク
シ
ー
と
一
般
車
等
の
錯
綜
回
数

令和６年度に国が実施した津駅東口広場周辺の道路空間の使われ方調査より抜粋

ピーク時の状況



津駅周辺のパーキングチケットの廃止

路外駐車施設の整備が十分でなく、路上における短時間駐車の需要が高いと認められる
場合、駐車の適正を確保するため、道路交通法に基づき、警察が設置

パーキングチケットとは

津駅周辺にアスト駐車場や民間駐車場が多く
開設されたことにより、駐車の適正が確保され

パーキングチケットの必要性が低下

昭和６２年６月
津駅西・東口駅前広場に
パーキングチケットが設置

令和８年
３月３１日

津駅周辺のパーキング
チケットが廃止

津駅東口駅前広場
パーキングチケット

津駅西口駅前広場
パーキングチケット



乗降スペースとしての試行的な運用

乗降スペースの運用に当たり、津市公式ウェブサイトに掲載するとともに、
駅前広場内に看板を設置し、利用方法を周知啓発

⚫ 道路交通法に基づき、歩道に沿うよう、縦列に停車し
てください

⚫ 駅前広場内は時計回りの一方通行で走行してください

⚫ タクシー乗降場・待機場での一般送迎車の乗降は控え
てください

⚫ 時間を調整するなど、短時間での乗降が行えるようご
協力ください

⚫ 人待ち（待機）や、駅ビル・周辺施設に買い物などをする
ため、車を離れることは駐車違反となりますので、その
際は３０分無料のアスト駐車場や周辺の民間駐車場を
ご利用ください

駅前広場南側の試行的な運用方法

◼ ４月１日からパーキングチケット廃止後のスペースを有効活用して、一般送迎車の
乗降スペースとして試行的に運用

◼ 利用状況を検証の上、将来的な交通ターミナル整備に活用

乗降スペース
（７台分）

令和８年４月１日～

歩行者動線

通行レーン

一般車入口

一般車出口

タクシー・
一般送迎車
降車場

ガードパイプ



津駅東口駅前広場に対する意見募集

乗降スペースや津駅東口駅前広場全体に対するご意見を募集します。

津市公式ウェブサイトまた
は２次元コードから
専用フォームにアクセスし、
回答をお願いします。

募集期間 ４月１日（水）～５月１５日（金）

回答方法



問い合わせ

建設部建設政策課
建設政策・津駅周辺道路空間整備担当

〒514-8611 津市西丸之内23番1号
ＴＥＬ ：059-229-3194
ＦＡＸ ：059-229-3345
E‐Mail：229-3196@city.tsu.lg.jp



職員を海外へ長期派遣
令和８年度

令和８年３月２４日

一般財団法人自治体国際化協会パリ事務所で勤務



地域社会がますます国際化

◼ 産業・経済政策のグローバル化
◼ 外国人住民の増加
◼ 多文化共生社会・国際交流の進展

平成２８年度から一般財団法人自治体国際化協会へ職員を派遣

津市政を推進する上で、語学力・国際感覚を備え、

豊富な経験・人脈を併せ持つ職員の育成が必要

派遣に係る背景



一般財団法人自治体国際化協会（クレア）とは

⚫ 海外経済活動の支援

⚫ 多文化共生まちづくりの支援

⚫ ＪＥＴプログラムの推進

⚫ 国際交流・協力の支援

⚫ 情報の収集・発信

⚫ グローバル人材の育成

⚫ 自治体の海外拠点としての

海外事務所による支援

津市におけるクレアの派遣プログラムの活用

事業内容 自治体の国際戦略・国際業務の総合サポート

１ 平成２９年度～平成３０年度 ロンドンへの派遣

２ 平成３１年度～令和 ２年度 シドニーへの派遣

３ コロナ終息後派遣を再開 ６年ぶりに３人目となる職員を派遣

令和７年度 クレアの本部（東京）で勤務（国際業務の実習）

令和８年度～令和９年度 クレアのパリ事務所で勤務



クレアへの派遣再開の目的

国際的なスキル・人脈・語学力を備えた職員の増加

１ 増大する国際関係業務への対応

２ 派遣職員の活躍による組織・職員への好影響

⚫外国人住民の増加に伴う多文化共生事業 ● 姉妹都市交流事業
⚫海外の小中学校との学校間交流事業 ● 海外からの観光誘客
⚫市内企業の販路拡大に向けた経済産業連携事業 など

⚫市民交流課長としてクレア派遣の経験を発揮
⚫多文化共生事業や研修を通じた職員へのフィードバック
⚫語学力や国際感覚を身に付ける職員の意欲向上

国際的な視野や多様なネットワークの形成による
国際関係業務の充実・強化



派遣職員１名を決定

派遣に係る説明会の実施令和６年４月

派遣職員の募集令和６年６月

応募締切 （５名が応募）令和６年１１月

庁内選考面接実施 （人物評価・各語学資格結果による）令和６年１２月

クレアへの派遣に向けた選考の経緯

●クレア派遣者による業務内容の紹介・体験談

ニューヨーク、ロンドン、パリ、シンガポール、
ソウル、シドニー、北京の中から選択

●職員が希望する海外事務所を選択可能に

令和６年４月
派遣に係る説明会の実施

クレア派遣者による業務内容の紹介・体験談

令和６年６月

派遣職員の募集

今回から、職員がニューヨーク、ロンドン、パリ、シンガポール、
ソウル、シドニー、北京の中から希望する海外事務所を選択
可能に

令和６年１１月
応募締切

５名が応募

令和６年１２月
庁内選考面接実施

人物評価・各語学資格結果による選考



氏 名 鎌田 慎也 （かまだ しんや）

職 名 主事

令和２年 ４月 入庁

国体・障害者スポーツ大会推進局競技運営課

令和３年１２月 健康福祉部こども支援課を兼務

（子育て世帯への臨時特別給付金）

令和４年 ４月 市民部市民交流課

令和７年 ４月 政策財務部東京事務所・

一般財団法人 自治体国際化協会派遣

令和８年 ２月 フランス語検定準１級 合格

略歴等

派遣職員の氏名・職名・略歴等



具体的な職務内容等

総務部企画調査課、交流支援部交流親善課に配属

観光、物産、交通、環境、ＩＴ、教育など幅広い分野で、
自治体の国際化に役立つ海外の最新事情を発信

広報に関する業務（メールマガジン、機関紙の発行）

令和７年度 クレア本部（東京）における業務実績①

自治体の海外活動支援等に関し、
各海外事務所と自治体との連絡調整
海外要人の表敬訪問対応等

海外事務所との連絡調整等



海外事務所で選抜された自治体幹部職員等を
招へいし、日本の地方自治制度等への理解促進
と相互交流を図るためのセミナーを開催

⚫ 国際プロトコール研修
⚫ 経済交流研修
⚫ 国際関係概論研修
⚫ 語学力向上研修

各種研修の実施

海外自治体幹部交流協力セミナーの開催

令和７年 ９月１４～２０日 ニューヨーク事務所管内から７名が来日
令和７年１０月１９～２５日 パリ事務所管内から３名が来日

令和７年度 クレア本部（東京）における業務実績②

⚫ 国際経済情勢研修
⚫ やさしい日本語研修
⚫ 外国語プレゼンテーション研修等

※プロトコールは国の間の公式儀礼のこと



◆ 日本からの職員１０名、現地スタッフ４名、駐在員１名の１５名体制

◆ フランスを拠点として、活動支援、調査研究、姉妹都市交流、ＪＥＴ
プログラム支援等を通じて国際交流を推進し、日本の地方自治体の
国際的価値向上を図る

◆ 所管国は、８か国 （フランス、ベルギー、ルクセンブルク、スイス、
イタリア、スペイン、ポルトガル及びモナコ）

▶派遣中は所長補佐として配置

⚫ 多言語・異文化環境における実務経験
⚫ 調査研究を通じた幅広い見識
⚫ 海外における自治体ＰＲ手法の知識
⚫ グローバルな人的ネットワーク
⚫ 国際感覚、広い視野

クレアのパリ事務所への派遣

パリ事務所

パリ事務所への派遣により得られるもの



パリ事務所における業務①

日本各地の地方自治体がフランス等を訪問する際
の各種アポイント取得、現地アテンド、通訳手配等。

展示会に参加する場合は、自治体のブース設営・
スタッフ派遣等を実施

地方自治体の活動支援

日本の地方に根付いた伝統産業技術を用いて
生産された製品をパリおよびフランスの地方都市
で展示・販売し、日本の伝統産業や先端技術を
発信する展示会を主催

企画展の開催



パリ事務所における業務②

調査研究

日本の地方自治体が実施する事業に必要な海外の情報収集及び
行財政制度等の調査のほか、職員自らがテーマを決め調査を行う
クレアレポート等

情報発信

活動の成果をニューズレター、WEBサイト、クレアフォーラムなどで発信

地方行政関係者との連携強化

日仏自治体交流会議の開催、サロン・デ・
メール（全仏市長会）への出展を通じて、
日仏間の地方自治体レベルでの交流を
促進し、関係構築を深化



津市の国際関係業務の方向性

現地での情報収集、現地自治体・企業との連絡・調整に対応

⚫ 市内企業と津市で構成するミッション団の派遣 （平成２４年～令和元年）
津市からの派遣４回 （フランス、スイス、ドイツ） （市内企業のべ２３社）
津市への招へい６回 （フランス企業のべ１２社、スイス企業のべ１４社）

平成２１年１１月
三重県、津市、四日市市等とフランスアヌシー広域
行政体等が産業協力協定を締結

平成２４年１０月
津市がパリ地域経済開発局（ＡＲＤ）、
スイスジュネーブ州産業振興機構（ＯＰＩ）
それぞれと経済交流に関する協力協定を締結

平成２８年１０月
津市がフランスオヨナ市を含むオーブジェ広域行政体と
「経済・産業協力の促進に関する合意書」 締結

⚫ これまでの経済連携協定等

ヨーロッパ圏との経済産業連携の拡大

◆ 市内企業からのヨーロッパ圏への販路拡大・開拓支援を望む声

◆ フランス、ドイツの２地域からの経済産業連携を望む声



総務部人事課研修担当

〒514-8611
津市西丸之内２３番１号
ＴＥＬ ：059-229-3274
ＦＡＸ ：059-229-3347
E-Mail ： 229-3106@city.tsu.lg.jp

問い合わせ

※写真は一部クレア東京本部・クレアパリ事務所から提供



復興支援のため石川県内灘町へ
地籍調査担当職員を派遣

令和８年３月２４日

令和８年度から



職員派遣に係る背景

◼ 令和６年１月の能登半島地震に伴う液状化被害により、地盤が水平
方向に移動する「側方流動」が生じた結果、土地境界と現況にずれが
生じ、復旧・復興への影響が懸念されている

◼ 石川県から国への要請に基づき、令和７年５月に国土交通省、法務省、
石川県、被災市町及び土地境界専門家で構成するプロジェクトチームが
設置され、土地境界再確定に至る期間を大幅に短縮するための実施方
針・計画として「土地境界再確定加速化プラン」（令和７年９月）が策定
された

「土地境界再確定加速化プラン」に基づき、地籍調査事業を
短期間で集中実施するため、予算・人員の確保が必要



被災市町村に対する職員派遣制度

※ 総務省ホームページより抜粋

総務省・全国市長会・全国町村会・指定都市市長会による
被災市区町村に対する全国の地方公共団体からの中長期の職員派遣制度
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全
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全国都道府県

派遣要請

派遣申出

【都道府県→市区町村支援】

【市
区
町
村→

市
区
町
村
支
援
】

能登半島地震を受け、石川県が総務省・全国市長会を通じて、
全国の市区町村に対し、石川県内の被災市町村への職員派遣を要請



津市における職員派遣

能登半島地震被災地への２年間の職員派遣を決定

⚫ 津市では、今後、高い確率で発生が予想される南海トラフ巨大地震などに伴う津波に
よる被害への懸念から、最も津波被害が大きいと考えられる沿岸部を重点整備区域
として設定し、地籍調査事業を推進

⚫ 被災した場合の早期復旧･復興を後押しする知識・経験を併せ持った人材の育成が必要

派遣期間 令和８～９年度

派遣先 石川県内灘町（うちなだまち）

派遣先の状況
⚫ 内灘町では、液状化により概ね１～３ｍ（最大１４ｍ）もの
側方流動が広域的に発生

派遣先での
業務内容

⚫ 筆界を再確定するため、当初３年から７年を要するとされていた
地籍調査を短期集中的に実施中
➡地籍調査事業に関する地元協議用資料の作成、受託業務の監理監督、現地立
会及び土地境界に関する相談対応業務

⚫ 町や地域住民の負担を最小限に抑える合理的な土地境界の再確定手法を採用
➡地籍調査のほか地籍整備型区画整理事業（検討中）に関する業務



派遣職員氏名 山田 貴之（やまだ たかゆき）

派遣職員の氏名・略歴

略歴

平成 ５年 ４月 入庁（水道局工務課）

平成１５年 ４月 都市計画部都市計画課(地籍調査)

平成１８年 １月 建設管理課調査担当(地籍調査) ※市町村合併、建設部へ

平成２９年 ４月 用地・地籍調査推進室担当副主幹 ※室設置

平成３１年 ４月 用地･地籍調査推進課担当副主幹 ※課設置

令和 ２年 ７月 地籍アドバイザー※就任

※地籍アドバイザーとは
国土交通省に登録されている地籍調査に関する高度な知識を持った専門家。
令和８年３月現在で１１６名（うち三重県７名）が登録。
地籍調査の実施におけるアドバイスや講習会の講師などを担う。

地籍調査業務 通算１７年〔平成１５～２１年度 平成２８年度～現在〕



建設部用地･地籍調査推進課
〒514-8611 津市西丸之内23番1号
ＴＥＬ：059-229-3564
ＦＡＸ：059-229-3345

問い合わせ


